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担当部署:　環境部 環境衛生課　
	処分の概要
	違反行為の停止その他必要な措置命令(第96条第2項及び第98条の規定に違反した者に係るものを除く。)

	例規名
根拠条項
	大阪府生活環境の保全等に関する条例　第99条

	例規番号
	平成6年大阪府条例第6号

	【根拠条文】
(警告及び命令)
第99条　知事は、第96条第1項から第3項※1までの規定に違反して拡声機が使用され、第97条の規定※2に違反して音響機器が使用され、又は前条の規定に違反して深夜において営業が営まれ若しくは作業が行われていることにより、その周辺の生活環境が損なわれていると認めるときは、当該違反行為を行っている者に対し、警告を発し、又は違反行為の停止その他必要な措置をとるべきことを命ずることができる。

【基準】
根拠条文に同じ。
但し、第111条第1項第6号の規定により第96条第2項及び第98条の規定に違反した者に係るものを除く。

※1
大阪府生活環境の保全等に関する条例
(拡声機の使用の制限)
第九十六条　商業宣伝を目的として拡声機を使用しようとする者は、病院、学校その他これらに類する施設の周辺の区域で規則で定める区域内においては、屋内において使用する場合(屋内から屋外に向けて使用する場合を除く。)で周辺の生活環境を損なうおそれがないときを除き、拡声機を使用してはならない。
2　(略)
3　前二項に定めるもののほか、規則で定める地域内において商業宣伝を目的として屋外において又は屋内から屋外に向けて拡声機を使用する者は、拡声機の使用の時間及び場所並びに音量等について規則で定める事項を遵守しなければならない。

※2
大阪府生活環境の保全等に関する条例
(深夜における音響機器の使用の制限)
第九十七条　カラオケ装置(ビデオディスク等から伴奏音楽等を再生し、これに合わせてマイクロホンを使って歌唱することができるように構成された装置をいう。)その他規則で定める音響機器(以下「音響機器」という。)を設置して営業を営む者は、午後十一時から翌日の午前六時までの間、音響機器を使用し、又は使用させてはならない。ただし、音響機器から発生する音が防音措置を講ずることにより当該営業を営む場所の外部に漏れない場合その他音響機器から発生する音が周辺の生活環境を損なうおそれがないものとして規則で定める場合は、この限りでない。
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